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皮膚癌の臨床的観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和37年3月22日受付

　　　　　　　　　　　　　　　信州．大学医学部丸田外科教室

山口友安　篠原光男　丹羽康平
Clinical Observations of Skin Cancer

Tomoyasu Yamaguchi, Mituo Shinohara and 

Yasuhei Niwa

　　　　　　　　Depertment　of　Surgery，　FacUlty　of　Medicine　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Director：Prof．　K．　Maruta）

　皮欝癌は比較的屡々遭遇する疾患であつて，肉眼的　　　　　3．小松某　51才　男性

にその経過を直接観察出来る点，叉発癌の原因を追及　　　　　　　右足部火傷廠痕癌

しやすい点などで，腫瘍の研究上興味がある。我々は　　　　幼児の時，右足をこ火傷うけた。創は化膿したため臆

丸田外科教室に於いて，過去8年間に経験した16例の　　趾関節で切断を受け治癒した。昭和26年12月末頃より

皮瞬癌について報告する。先づ皮腐癌発生の基地とな　　　疹痛を覚え，昭和27年3月某医にて鶏眼といわれて手

つたと思われる原疾患によって7群に大別して症例を　　術をうけた。手術創は潰瘍を残して治癒しないので，

報告する。　　　　『　　　　　昭和28年胡・7日外来を謝・た・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来院時，右足切断部に超鶏卵大の腫脹を認める。中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心部に潰瘍を形成しており，その周囲は結痂で包ま

　　　　　　症例　　　　　　れ測。その辺縁醗赤個艮力・翻である．叡腿

　　　〔1〕火傷綴痕癌　　　　　　　　　　　　リソパ節腫脹も認められる（図3）。

　　1．小林某　31才　女性　　　　　　　　　　　　　　　4．青木某　52才　男性

　　　　左足部皮膚癌兼骨髄炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　右足躁部火傷搬痕癌

14才の時左足関節部より左足全体にかけて，・タツ　　2才の時・タツで醍に火傷を受け・右足の先端部

で火傷を受け約1年で治癒したが，攣縮・変形を残し　　　約3分1と左第5趾が脱落した6搬痕のまx経愚し

且っ創は湿潤であつた。　　　　　　　　　　　　　　　て来たが，昭和2L年より仕事に従事した所が，昭和

　昭和29年2月中旬あたXまると，左足蘇部及びアヤ　　　32年に過熱した鉄板の上で作業した後，右黙部の搬痕

レス腱部剛痛があり，全年胡30疎病隙・て創の　の部噸瘍を生じ轍鰍して来た・やがて潰瘍の周

治療うけたが軽快せず，湿潤した創は次第に浸蝕拡大　　　囲が盛り上つて来たので・某病院にて2圓にわたり掻

し始めて来た。全年5月20日外来を訪れた。　　　　　　　把をうけた。更に潰瘍は拡大し中央部が隆起して腫瘤

　来院時，腫瘤は大人手挙大，創の周囲は浸蝕され，　　　を形成するようになり，昭和33年11月来院した。

表面は凹凸不整，悪臭のある分泌物も認められる　　　　　来院時・右足前3分の1は脱薄し・趾はない。踵部

　（図1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に小人手掌巾の潰瘍を認め・大部分粗な凹凸不整の組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織の隆起があるa蓑面は壊死状の膿苔にて被われ悪臭
　　2．票林某　55才　男性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を放っ（図4）。
　　　　　左下腿部些傷廠痕癌　　　　　　　　　　　　　　下肢切断施行後退院した。組織学的診断は扁平上皮

　12才の時コタツにおちて，纐間発作をおこし，左下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癌であつた。
腿に火働うけて・その部が囎となつfc・灘うけ　昭和34年6肝旗り欄蚤リ・櫛腫脹に矧い
たが一進一退で瀧せず，その後贈置して油た・　て再入院洞部の廓蔀を行つた．更・・Am年・。月2・日

急激轍の傾献なかつ勧ミ，轍大きくなつて来　より11月、4日までC。・・深部治療授けた。

て紹和3°年7月29財絹煉・　　　　脚35年・月襯より撚部の1藁脹・獅湖り入
　来院時，左膝欄部に手1拳大の潰瘍を’認める。辺縁は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院したが，るいそう薯しく5月7日死亡した。
もり上り，肉芽組織は凹凸不整に増生，容易に出血す

　る（図2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　括
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火傷癌の全癌に対する割合はArndt①はo．1％，
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村上②は0．5％であると報告し，本邦統計に火傷癖の　　つて発病した症例・20才の時の頭部射創廠痕部に41才

多いのは，広汎にして高度の火傷が特に多いためであ　　　になつて再び外傷を受けたところ発癌した症例⑦，脛

ろうと説明されている。我々の4例中3例はコタツに　　　骨前面に外傷を受け3年後の46才の時に発癌した症

よる焔である．又症例は何れも下脚・発生している　例⑧等が鮪されているヵ1，これら外轍の搬より

が，本邦においては，圧倒的に下肢に多く30～50％を　　　癌発生までの期間は・比較的長いが・火傷搬痕癌に比

占め（村上②・楠③），次いで頭部・顔面の順に発生　　　較すれば幾分短い傾向がある。

してい・・麟生までの期間は謹幽・平騨・8　　mm孔癌
年，村上②は36・1年と報告している。平均年数の短い

もので踊③の・・．・年であるカ・識・の平均・8．・㈱　　1・北願57才姓　　一

大儲家の結に微している。　　　　　　　醐伽髄炎痩孔よりの痩掘

火鰍多く嘩例に・み・轍・く源因・判閉櫟鷲鍵糠無議躍塩欝

　　　〔II〕　創傷・褥瘡廠痕癌　　　　　　　　　　　　　の来院時には・右下腿に手拳大の潰瘍を認める。辺縁

　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は不規則で且つ疹痛が著明である。表面は凹凸不整，

　　1・躰某65才雌　　　　　 更醸瘍の下方礁卵大の鵬を認め，非常曙臭の
、3年前懇灘翫、欄就床しておつた．ilM・・A・W，物が随てい・・図・）・

この時左腰部に褥癒が発生し一度は治癒した。4年前　　　小　括

より同部が湿潤して来て，種々の軟膏療法を試みたが　　　慢性骨髄炎の他・各種の痩孔例えば尿痩・痔痩より

軽快せず，菓医に皮膚癌な疑われて当科に昭和33年　　　も発癌するといわれ・最近では虫垂切除後の痩孔より

5月29日紹介されて来た。　　　　　　　　　　　　　発癌した報告例もみられている⑨。同じ難治性の痩孔

　来院時左腰部に胡桃大，硬固な腫瘤があり，その周　　　でも膵痩。胆汁嬢・結核痩等より発癌する癌がすく参

囲の壁は非常に硬い。悪臭は認められない（図5）。　　　いことは・特に興味をひく点であつて，これは膵痩。

・・襯77才男性　　　騰驚講麸驚諜慰襲懲
　　　　右下腿麟癌　　　　　　㈱の余地瀬されている。
約5°轍，穴に落ちて右下腿酌7・mの挫餓う　翻L癌につ、、て樋。⑩e。122例を軸し溌麟令

け・搬購痂ミとれたり・被われたりしておつた・　は4・～、・才で懸。多く譲孔の存翻間は2・ん3・年

1°輔より嚇艶となり調指頭大とな坤心部が　級び，、up，，fi、・。1　typ、とdeep，yp、に分け，発

盛り上つて疵状となつた・2年前より目睨えて大き　螂位どしては，下肢鰍中鵬｝。多いと述べてい

くなり始めたが・醐つくる軋なく・分泌物も少な　る．我。の、例も，Uperfi。i。1　typ、で鵬に属して

かつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた。
　昭和34年9月薪が同部に当つて出1血し，この頃より

中心部は赤く花キヤベツ状の形態を示して，分泌物も　　　　　〔IV〕　レソトゲン癌

灘となつて来た・しかし辺縁畷防状隆観なかつ　、備生某35才女性

整図6）・昭和35年5月入院・翻の切除・リ・パ　　翻〃，ゲ。癌

節繍離簾・つた．術後41日・治療謙撚欝£｝，繍翻
癒退院した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年4月まで1週毎にレ線照射を更にうけた。全

　　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　年5月頃より局所に魔欄・痒濱感を覚え，分泌物も増

　外傷その他の搬痕癌の中に含まれるものは，純然た　　　加して来てレ線照射を中止した。創の治療を行つても

る外傷の他，薬剤による腐蝕，慢性創面より発生する　　次第に拡大し，分泌物も増加して来た。昭和30年7月

もの等が考えられる。純然たる外傷については，子供　　　某医にて試験切除を採取した。この部分に進行悔の潰

の時に受けた骨折⑤，外傷⑥等の治癒部に40才台にな　　　瘍が発生し，疹痛を伴うようになり全年11月29日来院
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した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　た。

　背部に鶏卵大の潰瘍があり・裏面は不整・辺縁は不　　　　　2，榛葉某　77才　男性

規則で且つ贈鱗瀦を認める（図8）・　　　　　叡腿部皮1醗及び鼠ee・股リソ・・鵬移

　　2．梅本某43才女性　　　　　　　　3年程前に右大腿に・1・指頭大の疵賛が出来た・これ
　　　　右足臆部皮慮癌　　　　　　　’　　　　　　　　を自分で苛性カリを用いて約1ヵ月かsつて除張し

　5年前より両側足膝に落層があり，夏には増悪して　　　た・昭和35年3月初め右鼠躊・股リソパ節腫脹に気付

いた。洗瀞・軟膏治療等を行つたが軽快せず，更にレ　　　ぎ・急激に増大したので，集医にでリyパ節廓清を行

線照射を行つた所，昭和32年夏より右足蹴に潰瘍を形　　　つたが・全年5月に入り・硬結が再発し・入院した。

成した。翌33年6月頃より潰瘍は急速に拡大し，出血　　　右大腿部で膝のすぐ外上力に栂指頭大の硬結と廠痕

しやすく癒痛も激甚となつて来た。1ヵ月後には右鼠　　　を認める。又鼠践部に数個のリソパ節を触れ・痩孔も

聡リソパ節の腫脹が出現したため全年8月12日入院し　　認められる。

te。　　　　　　　　　　　患部のenwaと・リソ櫛購を行い・術1麺朋治
　右足瞭部後方半分位にかけて，出血しやすく，悪臭　　　癒退院した。組織学的に扁平上皮癌であつた。

のある潰瘍が認められる。堤防状隆起がありt凹凸不　　層　　3．丸山某　56才　女性

整の肉芽組織である。又右股リソパ節に示指頭大の結　　　　　　　右下腿部皮膚癌

節3個ふれる（図9）。　　　　　　　　　　　　　　　　以前より大理石様皮窟症があり，6年前右下腿中央

　右下肢切断術，リソパ節廓清を施行したo術後51日　　　部に結痂が出来た。3年後小唾蕩を形成したが自然に

目治癒退院した。組織学的に扁平上皮癌であつた。　　　　とれ，病的な肉芽組織で被われていた。次第に湿潤に

　　　　ij＼括　　　　　　　　なり・聯33鞭頃より出畑・やす．く・9Eeeは　醸
レソトゲ癌は，。線の皮麟獣より搬するも　観われ・湿澗しt・ZZ分ヵ9急激蹴大して来t‘tcめ入

のて⑪，年令．性別セ。蘇なく，好郷位も特にな　院した・

く，醗生までの期間岬く，搬⑫は平均7．・8年，　右下腿噸界鯛，3×4cmの鵬カミあり・辺徽

恥ものでは3ヵ肋結⑬がある．我。の2例も　爾で表耐晒不整tH　－tfitしやすい・示指鰍の右’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　股リソパ節腫脹も認める（図11）。
5年及び1・5年と早くなつている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人の希望もあり，局所の試験釦除とリソパ節廓蒲
　レソトゲソ癌の中でも皮慮炎から発生する場合と，
潰瘍から発生する場合とがあるが，潰瘍から生ずるも　　　術を施行した。組織学的に扁平上皮癌であることを確

のが遙旅多く，北村⑭は17伽1中・5例力・潰瘍から発生　めた後・翻1闘してレ線照馳行つた・縣に癌細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞が認められなくなり治癒退院したが，昭和35年3月
し，2例は皮膚炎より移行したと報告している。近時
。ソトゲ。醐療法醗謝るにつ叔，。ンげソ　頃よりレ線醐姓じて憐1；による創瀕を行つてい

購の発生も多くなり，従つて魏の鰍も多くなる　る・

と想像されるので，レソトゲソ照射都位についてはと　　小括
くに癌発生に注意しなけれぽならない。　　　　　　　　　我々の症例では疵贅より2例，大理石様度膚症より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1例の発癌をみている。
　　　〔V〕既存皮慮疾患に原因する癌　　　　　　　　　種々の皮圃疾患より発生した皮慮癌が報告されてい

　　1．中村某　64才　男性　　　　　　　　　　　　　　るが，瘤⑮は全皮膚癌の中色素性愚班によるもの22・7

　　　　左腰部皮麟癌　　　　　　　　　　　　　　％，中牟田⑩は黒子8・6％，太田⑰は色素乾庫症より

　3年前に左腰部に有茎｛生，乳頭状の小豆大の痴瞥が　　　15・6％の発癌をみたと述べているが・その他疵贅・ロ

あり，これを自分でちぎり取つた。その後同部は肉芽　　　イコブラキー等からの発生が多い。これらの疾患は前

創となり，悪臭のある分泌物を認めるようになり，昭　　　癌状態として，その経過に充分注意を払わなければな

和28年初めより腫瘍は大きくなつて来た。　　　　　　　　らない。

　入院時，直径5cm，有茎性の腫瘍が左腰部にあり，　　　　　　　　　　　　　　　．．一　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Vl〕包茎に原因する癌（陰茎癌）
衷面は不整で悪奥のある分泌物を排出する。腫瘍の周

囲えの浸潤はない（図10）。　　　　　　　　　　　　　　　　1・布野某　42才　男性

　患部の広範な切除と，左腋窩リソパ節の廓清を施行　　　　　　陰茎癌

して，治癒退院した。組織学的に扁平上皮癌であっ　　　24才の時梅毒に罹患し，両側鼠顕リソパ節切除をう
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けたことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原因不明の中，頭部に発生した1例は，既往歴が明

　昭和35年5月未亀頭に廉欄が発生，更に潰瘍を形成　　確でないため原因が分らず，他の2例は口唇癌である

した。明6日鵬を形成して切開をうけたが，治癒　が・慢性の束胤慢性疾患を詮く認められず発生した

せず入院した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものである。

　亀頭に一致する包皮は包茎を有し，浮腫状に腫脹

し，発赤を認める。切開創より膿汁の排出をみる。亀

頭醐轍の囎な譲而種で逸端部は乳頭状に　　　総括’
増殖している。両側鼠睡リソパ節種脹も認める（図12）。　　　病理組織学的事頃：皮麿癌の病理組織学的分類に

　陰茎切断・両側鼠瞑リソパ節廓清術を施行した。組　　　っいては，多くの学老によつて細胞分化の程度に注

織学的に禰平上皮癌で　術後13日目退院した・　　　　　目して種々の分類がなされているがKrempfer⑳は

　　　　，J、　　　ま舌　　　　　　，　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　1）　Basalzellenkrebs，　2）　Stachelzellenkrebs，

陰茎癌鰍い意味では，灘の廊婿癌で尿道癌蛤　3）D・U・enzellenkreb・・4）Zyli・d・1・pith・1kreb・

まない．組織輸にはffVT一上薦が主なるもので鮒　に分け，北村⑳は・）Basa1・e11・nkreb・・2）St・一

しやすく，放射線に抵抗する力が大きく悪性である⑱　　　chelzellenkrebs，3）Aden。karzinomの3者に分

⑲，本症の発生には包茎が轡接な関係があり，我々の　　類している。我々は表1のように，1）基底細胞癌，

1例も45才の男子で包茎を有し，N．っ24才の時梅毒に　　2）瀟平上皮癌及び頻度は少ないが，汗腺・皮脂腺よ

醐している。　　　　　　　　　り発生する・3）搬に分類したが・この分雛は簡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明で臨床上便利であると考えている。

　　　〔W〕　原因不明の皮虜癌

　　L等々力某43才男性　　　　　　　　　 表1　　　組織学的分類　．’
　　　　頭部皮虜癌　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．基底細胞癌

・ルテは・火糊失・たため・繭力糊であ　編平上論
る（図13）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Perle（＋）……角化扁平上皮癌

　　2．唐木某　60才　男性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Perle（一）・…・・有棘細胞癌

　　　　　口唇癌　　　　　　　　　　　　　　　　　3．腺　　　　癌

　昭和31年5月頃より下口唇に挿脹があり，結痂をと

うと容易に蹴した・腫脹が麟に増大し煤て全年　評上繭はIPer1・の番髄がある場合従来は
9月15目来院した。尚既往症に淋疾・軟性下疽に罹患　　　Cancroidと呼ばれて来たが，我々は角化扁平上皮癌

しておる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と呼び，又棘細胞が認められる時は有棘細胞癌と呼ぶ

　浸潤は下口暦左側半分に及びt衷面は凹凸不整・硬　、　ことにした。

固で一部に靡欄があり・ところどころ出血している。　　　発生部位：皮盧癌の発生部位は顔面に最も多いとさ

辺縁は不規則である・　　　　　　　　れているが，外国の統計では，Lacassagne⑳は95・3％

　　3．日糠59才黙　　　　　　と報告し，聯に於・・ても畑⑰は55％，中軸⑯は
　　　　　口唇癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　48．1％と述べているが，我々の症例では．蓑2の如く

　昭和28年4月頃右口角に小櫓頭大の靡欄を虫じて，　　　下肢9例，躯幹3例．口唇2例，頭部及び陰茎各1例

時に結痂1こ被われ，時に脱落し治癒する傾向はなかつ

た。翌29年4月駆瀾は増大しはじめ，日．っ湿潤して来　 裏2　　発生部位
。つて来たため9月に来院した。　　　　　　　　　　　　一．．一一一一．．一　　　　　　　一・…

　右口角に2個の連つた潰瘍があり，周囲はもり上っ　下　・肢
ている．難その陥．硬結齢れる．蝋繍膜は　躯　　　幹

た詮年7腰より潰瘍を形成し調闘も硬くもり上

@部　位1例　数
9

3

2

1

1
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であつて，下肢が過半勲占めている．楠③の鮪も　長く）一・一ソげ・鱒こよるもので｝漁’ということ

同様に下肢・e多い。　　　　　’は溌癌の機転蜘る上に興味が持をれる識に創
臓患破關では醗生の鋤となる原疾患醐　瀧の蟹繭芽繍であり・これが平滑となり晒
らか腺が多く諺⑯蝋駅の他の癩豚よるもの　めて上皮形成がみら牙・・一舳麗よ創は灘するも

23．，％，鱗性既22．・％，次、、で瀦性狼癒・線　のであるが・一趨間後何らかの蹄によつて5蟷な

醐の順となつており湘③も火傷35．・％，筋32．・　上皮形成が現わ才・勲搬するものと叛ら泌・一

％t．線、，．・％，翻L及び醐・．・％と儲してい　方・・げ・による皮麟害では・麟は”ト”
る．我。の症例でもx・，。示すよう・・，　，S〈傷及び外傷　搬性が高いために・捌線繭接の刺戟となり濾

そ。他の甑癌が7伽最も多く，レソ・ゲ・潰瘍よ　踊の鵬より早く異甑上皮形劇まじまり・糟

り鑑したもの2例読贅2例汰獅様衡雪卿例・　発生するものと騰される・
包茎、例源因不明3例と加ている。　　　　治療波醸の瀕としては・外科白勺稀と放射線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治療とがあるが，我々は四肢又は陰茎切断3例，患部

　表3　　　　発　生　原　因　　　　　　　　　　の切除4例，放射線療法を行つたもの2例で，他は外

原　　因1璽　　塑＿　萎灘灘窩凝憲線慧罐謝讐態

レソトゲソ潰瘍
嘉　　　　　　　瞥

包　　　　　　　　茎

大理石様皮慮症
不　　　　　　　　明

　　　　　2　　　る・但し照射量の齪は騰で・言豚の儲によれば
　　　　　1　　　　　　　　1圓量150～300　r，総蚤4000～5000γが適当貴である

　　　　　1　　　　　　　　とされているが，我々のV・3・丸山某（図8）の例の如

　　　　　3　　　　　　　　く所属リソパ節廓清後，患部に対して300　rを10回合

　　　　　grv　rml　叩冨一…一　淵総讐勲蒐霧：写糠高蔀鶴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トゲン潰瘍の形成をみた苦い経験を有している（図16）。
　以上のように原因の判明しているものの中では聲我

。の症例胴様諸家の儲も撚によるものカ・最も多　小堀恥近撫射は大錨・嚇を鵬のみに隔拙来

く1よつている．。　　　　　　　　るとして推奨し・・回40°－6°0捲醐寸し・周闘健康

発癌までの期間・表4の如俄切症例では，m痕　繭・滲蹴蛸炎の発現するまで1購を続け勧法

癌は平均34，1年，大理石様皮虜症6年，疵贅4年，レ　　　を述べている・

ン，ゲ。癌は、、・～・．・年となつq、り，纐癌の賜　駆ではC・・°の治療も徹われ・野・⑳はC・e°

から発癌までの期間は最も長く，レソトゲン潰蕩から　　　にて治療を行ない・茶底細胞癌に好成績をおさめてい

のそれは最も短い。同じ撤痕癌でも火傷搬痕癌が外傷　　　ると述べ，Co60は副作用が少なく，従来のレントゲ

性廠痕癌に比して幾分長い。諸象の報告でもこの傾向　　　ソより大線量を要し，病巣えは70CO　r以上の線燈を照

嬬める事醐来。。　　　　　　射する・とが腰とい漁ている⑳・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　我々は患者が切断等どうしても承諾しない時は，患

　表4　　　　発癌までの期間　　　　　・　　　　　部の広範切除を行ない，切除部僚の皮膚欠損に対して

原　　因　　別

大理石様皮膚症
疵　　　　　　　’贅

レソトゲソ潰瘍

皮廟移植を行ない好成績を得たので，試みてよい方法

年（平均）数 @・考えてい・（図17）・

　　　6．0　　　　　　　が，我々の症例は治療後の経過日数が短いので，本稿

　　　4・0　　　　　　　で遠隔成績を述べる訳にはいかない。

　　　3．8

このように同じ皮膚障害でありながら，癒痕癌では
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